
別紙2

(注) 営農計画書と重複する項目については、参考となる事柄がある場合について記入してください。

就農理由

農業経験
いつ、誰と、何を、どのくらい（耕作面積）、止めた理由等

知識・技術の習得方法をどうするのか？

（1） 現地の状況を把握しているか？荒れているときは、どうするか？

（2） 通作時間・距離・手段などと耕作(管理)への影響

（1） 現在の仕事と就農後の仕事（専業か兼業か）？作付品目に対する従事日数の確保？

（2） 家族構成の中で働き手は？後継者の有無及び計画は？

（3） 就農後の相談相手

ア．　農機具の保有計画（どのように、どこから保有または借用予定か？）

イ．　農機具の保管場所及び運搬方法

ウ．　収穫物の運搬方法及び保管場所

（5） 収穫量及び収益の見込みと生計費との考え、出荷先等

その他

(1) 組合等への加入予定・事前相談の有無

(2) その他特記事項

可 不可

不可の場合の理由

令和　　　年　　　月　　　日　

農業委員　：

推進委員　：

新規就農者調書　（ヒアリング用）

住所

氏名

ヒアリング日時 令和　　年　　月　　日　　　時～ 場所

令和　　年　　月総会資料　第　　区

申請者

3 取得予定農地の状況及び通作

1

2

（無のとき）

（有のとき）

4 営農計画

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（4） 農機具の状況等

総　合　判　断

5

農協（　　　　　　）、農業共済（　　　　　　）、水利組合（　　　　　　）、機械利用組合（　　　　　　）


